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発言の要旨 

１ 440路線で進める街路樹再生プランについて 

 (1)対象全路線の沿線の方々への周知理解と同意形成の現状 

 (2)大木・高木・老木とその街並みを景観資源や地域の文化財と評価する観点を市長はお持ちか 

 (3)広馬場で本年１月までに街路樹が原因で起きた事故実績と先日の質疑における市長答弁との整合 

 

２ 八重山について 

 (1)巨大風力発電計画の着工に伴う市道の破損に対する本市の対応 

 (2)八重山を景観資源と認定するために必要なこと 

 (3)巨大風力発電計画をめぐる動向 

 

３ 本市の図書類購入と地元書店が稼ぐことについて 

 (1)これまでの本会議答弁とその実態 

 (2)図書館納品における本購入費用以外のコスト 

 (3)購入費用が売上げから納税まで本市で循環する仕組みの実現に向けた考え（鳥取県や都城市から学ぶ

こと） 

 

４ 児童クラブについて 

 (1)常勤放課後児童支援員の必要性と配置状況 

 (2)障がい児等の受入れに対する加算の改定 

 (3)障がいの程度に対する受入れ基準の創設に対する見解 

 (4)放課後児童支援員の成り手不足の解決策 

 

５ こどもまんなか社会について 

 (1)児童扶養手当受給世帯へのフードパントリーの実施 

 (2)学用品と制服のリユースの実態と反響 

 (3)給食費の国庫補助と切り下げる就学援助において不登校やフリースクールの子どもの取扱い 

 (4)オーガニック給食の現状と拡充への考え 

 (5)子ども見守り強化事業（宅食）の経費の現状と増額への考え 

 (6)プレコンセプションケアとして歯止め規定にとらわれない性教育の実施を 

 

６ 公共施設のＷｉ-Ｆｉについて 

 (1)現在の整備状況 

 (2)電波の強弱など利用に当たっての課題の改善 

順序 会 派 名 氏   名 答弁を求める者 
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５ にじとみどり の ぐ ち 英 一 郎 

７ 認知症の最大リスクである難聴の予防について 

 (1)補聴器購入に対する公費助成の考え 

 (2)聞こえの問題について本市の現状 

 

８ バス運行で割れるみなと大通りの石畳について 

 (1)これまでの修復費用 

 (2)今後の対応 

 

９ 公共施設内のアート展示について 

 (1)市立美術館所蔵品の展示 

 (2)多様な作品を公募展示して文化芸術の活性実現を 

 

10 ＨＰＶワクチンについて 

 (1)副反応救済の現状 

 (2)近年の子宮頸がん予防の検診状況（対象者数・受診者数・要精検者数） 

 (3)女性スメアテイカーの必要性 

 (4)ＨＰＶワクチンを接種した人が鹿児島市で何人いるか。そのうち重篤副反応を生じた人は何人いる

か。また、接種後の副反応の相談はこれまで何件来たか 

 (5)予防接種健康被害救済制度の申請についての相談や実際の申請状況 

 (6)全国で重篤副反応疑い報告が上がっている件数と接種１万人当たりの頻度 

 (7)地方自治法第 245条の４に基づく助言・勧告を国から受けた場合の自治体の対応は市長の裁量か 

(8)リスクベネフィットの情報提供について、鹿児島市内にいる接種後の重篤副反応被害者の声を聞いて

独自の方法を取る考えはないか 

 

11 選挙事務について 

 (1)２月の衆議院議員総選挙の省察 

 (2)今回の選挙における学校や会社の受験・面接情報の集約と広報及び今後の取組 

 

12 おはら祭について 

 (1)オープニングをコンパクトにしてはどうか 

 (2)踊りエリアにおける明瞭な音声の確保 


